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病床数約 700 床の A 総合病院の救急外来に勤務する看護師を対象に、家族援助の内容・思いに関
する半構造的面接を行い、質的帰納的に分析した。 
３．結果・考察 
研究参加者は女性 17 名で、年齢は 22 歳から 50 歳、平均年齢は 32.6 歳であった。看護師経験年
数は 1 年から 27 年であり、そのうち救急領域における看護師経験年数は、1 年未満 4 名、1～2 年 4














研究デザインは複数事例研究である。研究実施施設は、病床数約 700 床の A 総合病院救急外来お
よび ER 型救急医療システムの病床数約 650 床の B 総合病院初療室であり、救急患者の家族および
家族を担当した看護師を対象とした。救急場面の家族と看護師の言動や援助場面の環境などを観察
し、家族と看護師に家族援助に関する半構造的面接を行った。場面ごとに家族の特性・看護師の能






からみて配偶者が 16 名、子供が 9 名、子供夫婦が 1 組、子供の配偶者が 3 名、親が 1 名、両親が 1
組、兄弟が 1 名であった。家族の年代は、20 歳代が 2 名、30 歳代が 3 名、40 歳代が 6 名、50 歳代
が 7 名、60 歳代が 4 名、70 歳代が 9 名、80 歳代が 1 名であった。患者の受診理由は様々で、初期
診療時の意識が清明な患者は 18 名、Japan Coma Scale の 1 桁台の患者は 6 名、2 桁台の患者は 5
名、3 桁台の患者は 3 名であった。看護師の看護師経験年数は、5 年未満の看護師は 3 名、5 年以上
10 年未満の看護師は 13 名、10 年以上の看護師は 16 名であった。診療時間は、最短 1 時間 12 分、
最長 7 時間 20 分、平均 3 時間 13 分であった。 
2)家族の特性・看護師の能力・システムの関係と家族援助のアウトカム 
救急場面における家族の特性・看護師の能力・システムの関係と、家族援助に対する家族の満足






































また、本研究では、AACN synergy model for patient care を用いて家族の特性・看護師の能力・
システムの状況を分析し、家族援助のアウトカムとそれに影響を及ぼす要因を明らかにすることが
できた。これまで救急場面における家族援助の全体像を明らかにした研究はなく、それを把握し、





























であるとの結果は、臨床実践や教育に活用できると思われた。さらに、AACN synergy model for 
patient care を用いた複数事例研究という方法論は新たな試みであり、救急患者の家族援助におけ
る今後の発展が期待できる。 
以上より、本論文は本学学位規程に定める博士（看護学）の学位を授与することに値するものであり，申
請者は看護学における研究活動を自立して行うことに必要な高度な研究能力と豊かな学識を有すると認め、
論文審査および最終試験に合格と判定した。 
